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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその製造方法

(57)【要約】
【課題】液晶パネルの液晶注入口近傍での表示むらを無
くし、表示領域全体で良好な表示を得る。
【解決手段】内面に画素選択スィッチング用の薄膜トラ
ンジスタを有する下基板ＳＵＢ１と複数色のカラーフィ
ルタを有する上基板ＳＵＢ２とを液晶組成物の層を介し
て対向配置し、上基板ＳＵＢ２の表示領域ＡＲを周回し
て一部に液晶注入口ＩＮＪとなる切れ目を残したシール
材ＳＬで貼り合わせてなり、液晶注入口ＩＮＪを通した
液晶組成物の注入後に当該液晶注入口ＩＮＪを封止剤Ｐ
ＬＧで封止し、液晶組成物中に不純物として存在する封
止剤ＰＬＧの構成成分の量を、ガスクロマトグラフ質量
分析で測定した液晶組成物の全ピーク面積値に対して１
００００分の１．０以下とした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内面に画素選択スィッチング用の薄膜トラ
ンジスタを有する下基板と複数色のカラーフィルタを有
する上基板とを液晶組成物の層を介して対向配置し、前
記上基板の表示領域を周回して一部に液晶注入口となる
切れ目を残したシール材で貼り合わせてなり、前記液晶
注入口を通した液晶組成物の注入後に当該液晶注入口を
封止剤で封止した液晶パネルを具備する液晶表示装置で
あって、
前記液晶組成物中に不純物として存在する前記封止剤の
構成成分の量が、ガスクロマトグラフ質量分析で測定し
た前記液晶組成物の全ピーク面積値に対して１００００*

2
*分の１．０以下であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記封止剤が、メタアクリル基含有オリゴ
マーと、一種または２種以上の反応性希釈モノマー、光
架橋反応開始剤、およびフェノール系酸化防止剤を含む
ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記反応性希釈モノマーが下記の［表１］
に記載の何れか、前記光架橋反応開始剤が下記の［化
１］および［化２］で表される何れか、前記フェノール
系酸化防止剤が下記の［化３］に記載の何れかであるこ
とを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【表１】

【化１】

【化２】
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【化３】 *
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*【請求項４】内面に画素選択スィッチング用の薄膜トラ
ンジスタを有する下基板と複数色のカラーフィルタを有
する上基板とを液晶組成物の層を介して対向配置した液
晶パネルを具備する液晶表示装置の製造方法であって、
前記液晶パネルを構成する上基板と下基板とを前記上基
板の表示領域を周回して一部に液晶注入口となる切れ目
を残したシール材で貼り合わせ、
前記液晶注入口を通した液晶組成物の注入した後に当該
液晶注入口に下記の［表２］記載の反応性希釈モノマー
と、下記の［化４］および［化５］で表される光架橋反
応開始剤と、下記の［化６］で表されるフェノール系酸
化防止剤とを含む封止剤塗布し、
積算光量が４０００ｍＪ／ｃｍ2 以上の紫外線を照射し
て硬化させた後、加熱エージング処理することを特徴と
する液晶表示装置の製造方法。
【表２】

【化４】
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【化５】

【化６】
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【請求項５】前記加熱エージング処理後の前記液晶組成
物中に不純物として存在する前記封止剤の構成成分の量
が、ガスクロマトグラフ質量分析で測定した前記液晶組
成物の全ピーク面積値に対して１００００分の１．０以
下としたことを特徴とする請求項４記載の液晶表示装置
の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に係
り、特に当該液晶表示装置を構成する液晶パネルの液晶
注入口付近の表示むらを抑制して高画質化を図った液晶
表示装置とその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、基本的には、ガラス基
板を好適とする２枚の基板間に液晶を封入して、液晶に
印加する電界に応じて液晶の偏光軸が変化することを利
用して画像を表示する液晶パネルを用いるものである。
【０００３】前記液晶パネルを構成する２枚の基板（上
基板、下基板）の少なくとも一方には画素選択用の薄膜
トランジスタ等のスィッチング素子とこのスィッチング
素子に駆動信号を供給する電極群を有する。
【０００４】上基板と下基板は、その中央部の大部分を
占める表示領域を周回して一部に液晶注入口となる切れ
目を有するシール材を介して貼り合わせられ、この液晶
注入口を通して液晶を注入後に当該液晶注入口が封止剤
で封止される。封止剤は光硬化性の材料組成物を用い、
紫外線を照射して硬化させるのが一般的である。
【０００５】図１２は液晶パネルのシール部分を示す概
略断面、図１３は液晶パネルのシール部分と封止部分を
模式的に説明する平面図である。図１２中、ＳＵＢ１は
スィッチング素子として薄膜トランジスタを形成した下
基板、ＳＵＢ２はカラーフィルタＦＩＬを形成した上基
板である。ＰＡＳＶは絶縁層であるパッシベーション
層、ＧＬが図示しない薄膜トランジスタに走査信号を供
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給するゲート線、ＧＴＭはゲート線引き出し端子であ
る。なお、薄膜トランジスタはシール材ＳＬで囲まれた
表示領域に多数形成されている。また、上下基板と液晶
組成物の層ＬＣの境界には配向膜が形成されるが図示は
省略してある。
【０００６】上基板ＳＵＢ２の内面にはブラックマトリ
クスＢＭ、３色のカラーフィルタＦＩＬ、オーバーコー
ト層ＯＣが形成されている。両基板の外面にはそれぞれ
偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２が積層されている。
【０００７】図１３に示したように、下基板ＳＵＢ１と
上基板ＳＵＢ２の間の外周に沿って、液晶組成物の注入
口ＩＮＪを除き、液晶組成物の層ＬＣを封止して両基板
を貼り合わせするようにシール材ＳＬが形成される。そ
して、注入口ＩＮＪは液晶組成物の注入後に封止剤ＰＬ
Ｇで封止される。
【０００８】この液晶パネルＰＮＬは、下基板ＳＵＢ１
側と上基板ＳＵＢ２側で別個に種々の層を積み重ね、シ
ール材ＳＬを基板ＳＵＢ２側に形成し、下基板ＳＵＢ１
と上基板ＳＵＢ２とを重ね合わせ、シール材ＳＬの液晶
注入口となる開口部ＩＮＪから液晶組成物ＬＣを注入
し、注入口ＩＮＪを封止剤ＰＬＧで封止し、両基板を所
定の形状サイズに切断することによって組み立てられ
る。
【０００９】図１４は液晶表示装置を構成する液晶パネ
ルの製造方法の１例の概略を説明する工程図である。液
晶パネルを構成する一方の基板（上基板）と他方の基板
（下基板）とは、それぞれの工程で所要の電極やカラー
フィルタ等の薄膜等が形成される。これら２枚の基板を
シール材により貼り合わせる。シール材は基板の一辺の
一部に液晶組成物の注入用の開口（液晶注入口）を残し
て両基板の貼り合わせ内部周縁に介挿して接着する（プ
ロセス－１：以下Ｐ－１のように表記する）。
【００１０】貼り合わせた両基板を液晶注入チャンバー
（図では単に注入チャンバーと表記）に搬入し、内部に
収容してある液晶貯留槽の上方に待機させる（Ｐ－
２）。
【００１１】液晶貯留槽または液晶注入チャンバー全体
は室温以下の所定の温度（液晶材料の成分で異なる：液
晶材料中の低分子量成分の蒸発を抑制できる温度）に冷
却されている。
【００１２】この状態で液晶注入チャンバー内部を例え
ば真空度が１×１０-1ｔｏｒｒ～１×１０-5ｔｏｒｒ程
度となるように減圧する（Ｐ－３）。
【００１３】所定の値に減圧後、液晶パネルを下降さ
せ、その液晶注入口を液晶槽に貯留された液晶組成物に
接触させる（Ｐ－４）。
【００１４】液晶パネルの液晶注入口を液晶材料に接触
させた状態で吸気制御弁を開き、液晶注入チャンバー内
部に不活性ガスを導入して当該内部空間を増圧する（Ｐ
－５）。この増圧過程で液晶パネルの内部に液晶組成物
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が注入される。
【００１５】液晶組成物を注入した液晶パネルは昇降搬
送機構で上昇され、液晶注入口を液晶組成物から離脱さ
せた後、液晶注入チャンバーから搬出する（Ｐ－６）。
【００１６】液晶注入チャンバーから搬出した液晶パネ
ルの液晶注入口に封止剤を塗布し（Ｐ－７）、紫外線を
照射して硬化する（Ｐ－８）。
【００１７】その後、ホットプレスに載置して加熱加圧
し、エージングすることにより、所定のセルギャップ出
しとシール材および封止材の完全硬化を行い（Ｐ－
９）、液晶パネルを完成させる。
【００１８】なお、上記（Ｐ－７）以降の処理工程で
は、液晶材料を注入した液晶パネルをプレスで所定のセ
ルギャップの形成を行い、その後液晶注入口に封止剤を
塗布して紫外線照射で硬化させる手順を採用することも
できる。また、液晶チャンバーに搬入する液晶パネル
は、１枚ずつに限るものではなく、複数枚をバッチで搬
入し、これを同時に処理してもよく、単位パネルに分割
する前の状態で液晶材料を注入するようにしてもよい。
【００１９】なお、この種の液晶表示装置に関する従来
技術を開示したものとしては、例えば特公昭５１－１３
６６６号公報を挙げることができる。
【００２０】
【発明が解決しようとする課題】薄膜トランジスタ型の
液晶パネルでは、図１２に示した上下の偏光板の光吸収
軸をクロスさせ、無表示時に黒表示となる、所謂ノーマ
リブラックで使用される。この場合、液晶注入口ＩＮＪ
の近傍に駆動周波数を低くすると図１３に示したような
白く見える表示むらが生じることがある。これは、液晶
組成物に封止剤の組成物が不純物として溶出するためと
考えられる。
【００２１】従来の液晶パネルの液晶組成物を採取し、
これをガスクロマトグラフ質量分析で分析すると、液晶
パネルの表示領域のＡＲ中央部分に比較し、液晶注入口
近傍での封止剤成分の濃度が大であった。液晶注入口近
傍での封止剤成分の濃度合計は全液晶ピーク面積に対し
て１００００分の１．５以上もあった。これに対し、表
示領域のＡＲ中央部分では０．５以下であった。
【００２２】このことが上記した液晶注入口ＩＮＪの近
傍での表示むらの原因と推定された。しかし、従来で
は、このような液晶注入口近傍での表示不良の対策につ
いては考慮されていなかった。
【００２３】本発明の目的は上記の表示むらの発生を抑
制して表示領域全体で良好な表示を得るようにした液晶
パネルを用いた液晶表示装置とその製造方法を提供する
ことにある。
【００２４】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
の本発明による液晶表示装置の構成およびその製造方法
の代表的な構成および方法を記述すれば下記のとおりで
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ある。
【００２５】本発明の液晶表示装置は、内面に画素選択
スィッチング用の薄膜トランジスタを有する下基板と複
数色のカラーフィルタを有する上基板とを液晶組成物の
層を介して対向配置し、上基板の表示領域を周回して一
部に液晶注入口となる切れ目を残したシール材で貼り合
わせてなり、液晶注入口を通した液晶組成物の注入後に
当該液晶注入口を封止剤で封止した液晶パネルを具備
し、液晶組成物中に不純物として存在する封止剤の構成
成分の量を、ガスクロマトグラフ質量分析で測定した液
晶組成物の全ピーク面積値に対して１００００分の１．*

10
*０以下とした。
【００２６】また、上記の封止剤は、メタアクリル基含
有オリゴマーと、一種または２種以上の反応性希釈モノ
マー、光架橋反応開始剤、およびフェノール系酸化防止
剤を含み、上記の反応性希釈モノマーは下記の［表３］
に記載の何れか、上記の光架橋反応開始剤は下記の［化
７］および［化８］で表される何れか、上記のフェノー
ル系酸化防止剤が下記の［化９］に記載の何れかであ
る。
【００２７】
【表３】

【００２８】
【化７】

【００２９】
【化８】
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【００３０】
【化９】
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上記の構成とした液晶パネルを用いた液晶表示装置によ
り、液晶注入口近傍の表示むらの発生を抑制して表示領
域全体で良好な表示を得るようにした液晶パネルを用い
た液晶表示装置を得ることができる。
【００３１】本発明の液晶表示装置の製造方法は、液晶
パネルを構成する上基板と下基板とを上基板の表示領域
を周回して一部に液晶注入口となる切れ目を残したシー
ル材で貼り合わせ、液晶注入口を通した液晶組成物の注
入した後に当該液晶注入口に下記の［表４］記載の反応
性希釈モノマーと、下記の［化１０］および［化１１］
で表される光架橋反応開始剤と、［化１２］で表される
フェノール系酸化防止剤とを含む封止剤塗布し、積算光
量が４０００ｍＪ／ｃｍ2 以上の紫外線を照射して硬化
させた後、加熱エージング処理する工程を採用する。
【００３２】
【表４】
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【００３３】
【化１０】

【００３４】
【化１１】

【００３５】
【化１２】

14

また、加熱エージング処理後の液晶組成物中に不純物と
して存在する封止剤の構成成分の量が、ガスクロマトグ
ラフ質量分析で測定した液晶組成物の全ピーク面積値に
対して１００００分の１．０以下になるようにした。
【００３６】この製造方法により、液晶注入口近傍の表
示むらの発生を抑制して表示領域全体で良好な表示を得
るようにした液晶パネルを用いた液晶表示装置を得るこ
とができる。
【００３７】本発明は、上記構成および後述する実施例
の構成に限定されるものではなく、本発明の技術思想を
逸脱することなく、種々の変更が可能である。
【００３８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につ
き、実施例の図面を参照して詳細に説明する。
【００３９】図１は本発明による液晶表示装置の１実施
例を説明する液晶パネルの模式平面図である。液晶パネ
ルＰＮＬはガラス板からなる下基板ＳＵＢ１と上基板Ｓ
ＵＢ２の間に液晶組成物の層を挟持してなり、表示領域
ＡＲの周囲のシール領域ＳＲで両基板の間にシール材Ｓ
Ｌを介在させて貼り合わせて構成される。
【００４０】液晶パネルＰＮＬの各画素は下基板ＳＵＢ
１の内面に形成した隣接する２本のゲート線と隣接する
２本のドレイン線との交叉領域に配置される。各画素は
スィッチング素子である薄膜トランジスタ、透明画素電
極（ＩＴＯ電極等）、保持容量素子などで構成される。
【００４１】この画素をマトリクス状に配置してアクテ
ィブマトリクス基板を構成する。また、上基板にカラー
フィルタ、ブラックマトリクス（遮光膜）等と共に透明
共通電極を形成してカラーフィルタ基板とする。この液
晶パネルは、所謂ＴＮ方式である。
【００４２】液晶パネルＰＮＬの短辺におけるシール材
ＳＬの一部には切れ目を有し、液晶注入口ＩＮＪが形成
される。表示領域ＡＲの、下基板ＳＵＢ１または上基板
ＳＵＢ２に樹脂材料のフォトリソグラフィー処理で形成
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した突起状スペーサＳＰＣが固定的に形成されている。
なお、この突起状スペーサＳＰＣに代えて、樹脂ビーズ
を分散配置してもよい。
【００４３】液晶注入口ＩＮＪには液晶組成物を封止す
るための封止剤ＰＬＧが塗布、硬化されている。
【００４４】本実施例の液晶組成物中に不純物として存
在する前記封止剤ＰＬＧの構成成分の量は、ガスクロマ
トグラフ質量分析で測定した前記液晶組成物の全ピーク
面積値に対して１００００分の１．０以下である。
【００４５】図２は本発明による液晶表示装置の２実施
例を説明する液晶パネルの模式平面図である。この液晶
パネルＰＮＬは、比較的大サイズであり、その長辺側の
シール材には２ヵ所の液晶注入口ＩＮＪが形成され、そ
れぞれに封止剤ＰＬＧが塗布、硬化されている。その他
の構成は図１で説明したものと同様である。 *
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*【００４６】本実施例の液晶組成物中に不純物として存
在する前記封止剤の構成成分の量も、ガスクロマトグラ
フ質量分析で測定した前記液晶組成物の全ピーク面積値
に対して１００００分の１．０以下となっている。
【００４７】上記第１および第２実施例における封止剤
ＰＬＧは、メタアクリル基含有オリゴマーと、一種また
は２種以上の反応性希釈モノマー、光架橋反応開始剤、
およびフェノール系酸化防止剤を含み、上記の反応性希
釈モノマーは下記の［表５］に記載の何れか、上記の光
架橋反応開始剤は下記の［化１３］および［化１４］で
表される何れか、上記のフェノール系酸化防止剤が下記
の［化１５］に記載の何れかでとした。
【００４８】
【表５】

【００４９】
【化１３】

【００５０】
【化１４】
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【００５１】
【化１５】

上記の構成とした液晶パネルを用いた液晶表示装置によ

18
り、液晶注入口近傍の表示むらの発生を抑制して表示領
域全体で良好な表示を得るようにした液晶パネルを用い
た液晶表示装置を得ることができる。上記の不純物成分
の定量は、例えば次のような方法を用いることができ
る。
【００５２】図３は本発明の液晶組成物の不純物を定量
するためのガスクロマトグラフ質量分析の測定条件の説
明図である。使用したガスクロマトグラフ質量分析装置
（ＧＣ／ＭＳ）は（株）日立製作所製のＭ７２００ＧＣ
／ＭＳである。
【００５３】液晶パネルＰＮＬの表示領域の中央部分の
液晶組成物を採取し、これをアセトンで１０００倍に希
釈し、図３に示した測定条件で試料注入量１μｌ（マイ
クロリットル）で測定し、液晶材料の成分比を求めた。
次に、液晶注入口近傍の液晶組成物を採取し、同様に条
件で測定した。
【００５４】この場合、可能な限り濃い試料を注入する
ため、液晶組成物の構成成分のうちの殆どの成分は振り
切れたスペクトルとなる。そこで、液晶組成物の構成成
分のうち、一番小さいピーク（振り切れていないピー
ク）を内部標準とし、そのピークと不純物ピークとの面
積比を比較することで全体の液晶組成物中の不純物の量
を決定した。
【００５５】この測定方法では、１００万分の１まで検
出が可能であり、表示むらのレベルを良い方から順に
Ａ、Ｂとすると、Ａではピーク面積比として約１００万
分の２０（２０ｐｐｍ）、Ｂでは約１００万分の５０
（５０ｐｐｍ）の不純物が含まれていた。
【００５６】見た目の表示むらの評価方法では、表示む
らの無い液晶パネルでは不純物は１００万分の２０より
は少ない量が含まれていた。
【００５７】以下、本発明の液晶パネルにおける液晶組
成物の不純物濃度の測定結果について従来の液晶パネル
との比較で説明する。
【００５８】図４は従来の液晶パネルの表示領域の中央
部分の液晶組成物の全イオンクロマトグラムの説明図で
ある。また、図５は同じく従来の液晶注入口近傍の液晶
組成物の全イオンクロマトグラムの説明図である。
【００５９】図５に示された液晶注入口近傍の液晶組成
物の全イオンクロマトグラムを図４のそれと比較して分
かるように、測定時間約６分と１５分に不純物成分のピ
ークがある。なお、表示むらのある部分の液晶組成物の
採取は、表示むらのある場所の封止剤を削りとり、アセ
トンで溶かして抽出した。
【００６０】図６はアセトンで溶かして抽出した封止剤
の試料の全イオンクロマトグラムの説明図である。この
測定結果から、図５で得られた不純物とピークが検出さ
れるまでの測定時間とマススペクトルが一致しており、
これらの不純物ピークが封止剤構成成分であることが分
かる。
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【００６１】次に、封止剤の硬化処理である紫外線照射
処理における紫外線積算量（ｍＪ／ｃｍ2 ）と液晶組成
物への封止剤構成成分の溶出量について説明する。
【００６２】図７は紫外線積算量（ｍＪ／ｃｍ2 ）と液
晶組成物のピーク面積（１００００）に対する封止剤構
成成分の量の関係の説明図である。図７に示されたよう
に、封止剤への紫外線積算量が４０００ｍＪ／ｃｍ2 以
上とすることにより、液晶組成物のピーク面積（１００
００）に対する封止剤構成成分の量（不純物として溶出
する量）は１．０以下となることが示されている。
【００６３】すなわち、上下基板を貼り合わせ、液晶組
成物を注入して注入口に封止剤を塗布した後、硬化のた
めに照射する紫外線の積算量を４０００ｍＪ／ｃｍ2 以
上とすることにより、液晶組成物への封止剤の溶出量を
ガスクロマトグラフ質量分析で測定した前記液晶組成物
の全ピーク面積値に対して１００００分の１．０以下と
することができる。
【００６４】これにより、封止剤近傍の表示むらの発生
を抑制して高品質の画像表示が得られる。
【００６５】次に、液晶組成物の比抵抗との関係におけ
る表示むらの抑制効果について説明する。
【００６６】図８は本発明による第１実施例および第２
実施例の液晶パネルにおける液晶組成物中に含まれる封
止材から溶出した不純物の量と液晶組成物の比抵抗の関
係の説明図である。
【００６７】ＴＮ方式の液晶パネルに用いられる液晶組
成物では、その比抵抗が１．０×１０12Ω・ｃｍ以下で
あると中間調表示（灰色）でその部分が白く見える表示
むらが生じる。そこで、液晶組成物中の成分が上記した
濃度であるような液晶パネルを複数枚用意し、その液晶
組成物を採取して「安藤電気製の液体電極セル」を用い
て表示抵抗を測定した結果が図８である。
【００６８】図８に示されたように、液晶組成物中の不
純物の量（液晶組成物のピーク面積１００００に対する
封止剤の構成成分の量）が１．０以下であると比抵抗は
１．０×１０12Ω・ｃｍを下回ることがなく、白く見え
る表示むらは生じない。したがって、液晶組成物中の不
純物の量を図８の矢印Ａで示した範囲とすることで表示
むらが抑制されることが理解できる。
【００６９】本発明の液晶表示装置の製造方法は、図１
４に示した製造工程における紫外線照射プロセスで図７
で説明したように紫外線積算量を４０００ｍＪ／ｃｍ2 

以上とするものであり、その他の工程は図１４と同様な
ので、繰り返しの説明は省略する。
【００７０】以上説明した液晶パネルを用いた液晶表示
装置の他の構成部分とその応用例を説明する。
【００７１】図９は本発明による液晶表示装置の全体構
成例を説明する展開斜視図であり、液晶表示装置（以
下、上下基板ＳＵＢ１，ＳＵＢ２を貼り合わせてなる液
晶パネル、駆動手段、バックライト、その他の構成部材
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を一体化した液晶表示モジュール：ＭＤＬと称する）の
具体的構造を説明するものである。
【００７２】ＳＨＤは金属板からなるシールドケース
（メタルフレームとも言う）、ＷＤは表示窓、ＩＮＳ１
～３は絶縁シート、ＰＣＢ１～３は駆動手段を構成する
回路基板（ＰＣＢ１はドレイン側回路基板（ドレイン線
駆動回路）：映像信号線駆動用回路基板、ＰＣＢ２はゲ
ート側回路基板（ゲート線駆動回路）、ＰＣＢ３はイン
ターフェース回路基板）、ＪＮ１～３は回路基板ＰＣＢ
１～３同士を電気的に接続するジョイナ、ＴＣＰ１，Ｔ
ＣＰ２はテープキャリアパッケージ、ＰＮＬは液晶パネ
ル、ＧＣはゴムクッション、ＩＬＳは遮光スペーサ、Ｐ
ＲＳはプリズムシート、ＳＰＳは拡散シート、ＧＬＢは
導光板、ＲＦＳは反射シート、ＭＣＡは一体化成形によ
り形成された下側ケース（モールドフレーム）、ＭＯは
ＭＣＡの開口、ＬＰは蛍光管、ＬＰＣはランプケーブ
ル、ＧＢは蛍光管ＬＰを支持するゴムブッシュ、ＢＡＴ
は両面粘着テープ、ＢＬは蛍光管や導光板等からなるバ
ックライトを示し、図示の配置関係で拡散板部材を積み
重ねて液晶表示モジュールＭＤＬが組立てられる。
【００７３】液晶表示モジュールＭＤＬは、下側ケース
ＭＣＡとシールドケースＳＨＤの２種の収納・保持部材
を有し、絶縁シートＩＮＳ１～３、回路基板ＰＣＢ１～
３、液晶パネルＰＮＬを収納固定した金属製のシールド
ケースＳＨＤと、蛍光管ＬＰ、導光板ＧＬＢ、プリズム
シートＰＲＳ等からなるバックライトＢＬを収納した下
側ケースＭＣＡとを合体させてなる。
【００７４】映像信号線駆動用回路基板ＰＣＢ１には液
晶パネルＰＮＬの各画素を駆動するための集積回路チッ
プが搭載され、またインターフェース回路基板ＰＣＢ３
には外部ホストからの映像信号の受入れ、タイミング信
号等の制御信号を受け入れる集積回路チップ、およびタ
イミングを加工してクロック信号を生成するタイミング
コンバータＴＣＯＮ等が搭載される。
【００７５】上記タイミングコンバータで生成されたク
ロック信号はインターフェース回路基板ＰＣＢ３および
映像信号線駆動用回路基板ＰＣＢ１に敷設されたクロッ
ク信号ラインＣＬＬを介して映像信号線駆動用回路基板
ＰＣＢ１に搭載された集積回路チップに供給される。
【００７６】インターフェース回路基板ＰＣＢ３および
映像信号線駆動用回路基板ＰＣＢ１は多層配線基板であ
り、上記クロック信号ラインＣＬＬはインターフェース
回路基板ＰＣＢ３および映像信号線駆動用回路基板ＰＣ
Ｂ１の内層配線として形成される。
【００７７】なお、液晶パネルＰＮＬにはＴＦＴを駆動
するためのドレイン側回路基板ＰＣＢ１、ゲート側回路
基板ＰＣＢ２およびインターフェース回路基板ＰＣＢ３
がテープキャリアパッケージＴＣＰ１，ＴＣＰ２で接続
され、各回路基板間はジョイナＪＮ１，２，３で接続さ
れている。液晶パネルＰＮＬは前記した実施例の構成を
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持つＴＮ方式の液晶パネルである。
【００７８】図１０は液晶表示モジュールＭＤＬの正面
図および側面図である。シールドケースＳＨＤの表示窓
ＷＤに露呈する領域が画像表示がなされる領域（表示領
域）ＡＲであり、最表面には偏光板が設けてある。シー
ルドケースＳＨＤとモールドケースＭＣＡは爪のかしめ
でこていされる。この液晶表示モジュールＭＤＬの上辺
内部にはバックライトを構成する蛍光管ＬＰが収納さ
れ、給電用のランプケーブルＬＰＣが引き出されてい
る。この液晶表示装置（液晶表示モジュールＭＤＬ）を
ディスプレイモニターやパソコンの表示部に実装する。
【００７９】図１１は本発明による液晶表示装置を実装
した電子機器の一例としてのノート型コンピュータの斜
視図である。このノート型コンピュータ（可搬型パソコ
ン）はキーボード部（本体部）と、このキーボード部に
ヒンジで連結した表示部から構成される。キーボード部
にはキーボードとホスト（ホストコンピュータ）、ＣＰ
Ｕ等の信号生成機能を収納し、表示部には液晶パネルＰ
ＮＬを有し、その周辺に駆動回路基板ＰＣＢ１，ＰＣＢ
２、コントロールチップＴＣＯＮを搭載したＰＣＢ３、
およびバックライト電源であるインバータ電源基板など
が実装される。
【００８０】そして、上記液晶表示パネルＰＮＬ、各種
回路基板ＰＣＢ１，ＰＣＢ２，ＰＣＢ３、インバータ電
源基板、およびバックライトを一体化した液晶表示モジ
ュールを実装してある。
【００８１】上記の実施例により、表示領域の全面でむ
らのない画像表示が得られる高品質の液晶表示装置を提
供できる。
【００８２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
液晶表示装置を構成する液晶パネルの液晶注入口近傍で
の表示むらの発生が抑制され、表示領域全体で良好な表
示を得るようにした液晶表示装置を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の第１実施例を説明
する液晶パネルの模式平面図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の第２実施例を説明
する液晶パネルの他の模式平面図である。
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【図３】本発明の液晶組成物の不純物を定量するための
ガスクロマトグラフ質量分析の測定条件の説明図であ
る。
【図４】従来の液晶パネルの表示領域の中央部分の液晶
組成物の全イオンクロマトグラムの説明図である。
【図５】従来の液晶パネルの液晶注入口近傍の液晶組成
物の全イオンクロマトグラムの説明図である。
【図６】アセトンで溶かして抽出した封止剤の試料の全
イオンクロマトグラムの説明図である。
【図７】紫外線積算量（ｍＪ／ｃｍ2 ）と液晶組成物の
ピーク面積（１００００）に対する封止剤構成成分の量
の関係の説明図である。
【図８】本発明による第１実施例および第２実施例の液
晶パネルにおける液晶組成物中に含まれる封止材から溶
出した不純物の量と液晶組成物の比抵抗の関係の説明図
である。
【図９】本発明による液晶表示装置の全体構成例を説明
する展開斜視図である。
【図１０】液晶表示モジュールＭＤＬの正面図および側
面図である。
【図１１】本発明による液晶表示装置を実装した電子機
器の一例としてのノート型コンピュータの斜視図であ
る。
【図１２】液晶パネルのシール部分を示す概略断面であ
る。
【図１３】液晶パネルのシール部分と封止部分を模式的
に説明する平面図である。
【図１４】液晶表示装置を構成する液晶パネルの製造方
法の１例の概略を説明する工程図である。
【符号の説明】
ＰＮＬ  液晶パネル
ＳＵＢ１  下基板
ＳＵＢ２  上基板
ＡＲ  表示領域
ＳＲ  シール領域
ＳＬ  シール材
ＩＮＪ  液晶注入口
ＰＬＧ  封止剤
ＳＰＣ  突起状スペーサ。
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